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消化管上皮下腫瘍には、多種多様な疾患が含まれ、それぞれに特有の診断と治

療法が要求される。GIST における EFTR や NET に対する PRRT といった新しい治

療法が導入され、臨床の現場ではこれらの進展に大きな期待が寄せられている。

本セッションでは、上皮下腫瘍の診断、病態、そして治療に関する最新の研究成

果と臨床経験を共有し、これらの知見が今後の臨床にどのように応用されうる

かを議論したい。 


